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令和３年度 板橋区地域自立支援協議会 活動報告書  

 

１ 自立支援協議会概要 

会長 是枝 喜代治 (東洋大学 ライフデザイン学部 生活支援学科 教授） 

副会長 鈴木 陽一  (板橋区医師会 理事） 

委員 学識経験者 ２名  

       子育て・教育関係者  ２名  

        企業・雇用関係者  ２名  

        相談支援事業所  ２名  

        民生委員       １名   

          障がい当事者等     ３名  

        区民（公募委員） １名    

 

２ 会議報告  

第１回 

日 時 令和３年６月２１日（月）１０時００分から 

場 所 板橋区役所 南館６階 教育支援センター 

会議の公開（傍聴） 公開（傍聴できる） 傍聴人数 ４名 

【報告事項】 

・ 板橋区障がい者計画 2023 策定の報告  

・ ユニバーサルデザイン推進計画 2025 策定の報告  

・ 令和 2 年度板橋区地域自立支援協議会活動の報告、定例部会活動の報告   

【協議事項】 

・ 第 8 期運営方針・部会の設置について 

・ 第 8 期板橋区地域自立支援協議会協議事項案   

・ 精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム検討状況について  

・ 地域生活支援拠点等の整備について  

 

第２回 

日 時 令和３年９月２４日～令和３年１０月８日（金）まで 

場 所 書面会議  

会議の公開（傍聴） なし 傍聴人数  

【報告事項】 

・ 令和３年度 定例部会活動状況報告 

・ 令和３年度 検討会活動状況報告 
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第３回 

日 時 令和 4 年 1 月 31 日（月） 10 時 00 分から 

場 所 板橋区役所 北館 9 階 大会議室Ｂ（オンラインを併用した対面開催） 

会議の公開（傍聴） 公開（傍聴できる） 傍聴人数 ４名 

【報告事項】 

・ 定例部会報告  

・ 地域生活支援拠点等運営検討会、精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム検討会実

施状況報告について  

・ 精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム検討状況について  

【協議事項】  

・ 地域生活支援拠点等の整備について          

【その他】  

・ 東京都自立支援協議会交流会、セミナーの報告について 事務局 資料３   

 

３ 意見概要  

令和 3 年度地域自立支援協議会において、主に以下の内容について、意見を受けた。 

 

〇地域生活支援拠点等に関すること 

・ 地域生活支援拠点、精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムのイメージ図について、２つが

連動した形になり、誰でも理解しやすいイメージ図になるよう、工夫して欲しい。 

・ 地域生活支援拠点等運営検討会では、虐待対応や個人情報の保護など、より具体的な課題提

示がなされており、他の部会と議論が重なる部分があるので、全体を統括した視点が必要。 

・ 就労系の福祉サービスを利用しているが、支援区分がない方がいる。短期入所などを利用する際に、

全額負担となるリスクがあるので、区分の取得が必要。また、緊急時の受け入れは、赤塚ホーム・短

期入所事業所・板橋キャンパスの連携と核となる施設が必要。 

・ 緊急時の相談及び日常生活の中での相談場所も重要であり、相談支援事業所の横のつながりの

ネットワークを構築することが必要。 

・ セルフプランについて、普段は問題ないが、何かあった時は、調整する支援が入って、いろいろなサービ

スに繋げられる中間的な支援体制があったらいいと思う。 

 

〇精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムに関すること 

・ イメージ図について、どの障がいの方にも当てはまり、必須なこと。すべての障がいがある立場の方が、

支援を受けての一人暮らしができるように、ヘルパー支援事業所等の充実、住居等の支援制度の

充実も必要。 

・ 地域移行に関して、特に医療機関への働きかけ、同時に入院している本人への働きかけが非常に

重要。ピアスタッフに役割の一部を担ってもらい、本人の視点を大事にする仕組みを作ってほしい。 

・ 障がい当事者の声を取り入れながら進めて欲しい。 
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〇その他 

・ 緊急時の相談から受入対応（イメージ）図について、夜間対応の状況においては、緊急時の受入

先施設側に対応できる相談の体制があることが望ましい。 

・ 「重層的支援体制整備事業」の構築の重点として「ひきこもり対策」に取り組むことが重要。 

・ 地域福祉コーディネーター、ＣＳＷについて、自立支援協議会で進捗を報告して欲しい。 

 

【運営に関すること】 

・ 高次脳機能障がい部会については、出席者に医療関係者が多く、コロナウイルス感染症防止の観

点から、連絡会としてオンラインで会議を実施した。試行的な実施となったが、円滑な会議運営を行

うことができたため、令和３年度は、コロナが収束をみないことからオンライン会議を継続し、連絡会で

はなく高次脳機能障がい部会として運営していくこととした。 

 

4 令和４年度 方向性  

令和 4 年度地域自立支援協議会において、引き続き、令和 5 年度の地域生活支援拠点の体制

整備に向けて、各部会、検討会で取り組んだ進捗内容について、適宜報告を行い、必要に応じて協議

を実施する。 

また、「板橋区障がい者計画２０２３障がい福祉計画（第６期）・障がい児福祉計画（第２

期）」の検討項目に沿って、進捗状況を報告し、委員より意見を聴取する。 

 

 

 

 

 

 

※協議会の配布資料については、ホームページ上に公開しております。 

 


